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会  長  挨  拶 

 

 

第 63 回東海地区国立高等専門学校体育大会 

会  長    大 塚 友 彦   

（岐阜工業高等専門学校長） 

 

 

 

 

 

第 63 回東海地区国立高等専門学校体育大会の主管校を代表して、一言、ご挨拶申し

上げます。 

昭和 38 年に豊田高専を会場に第 1 回大会が開催されて以来、活発な活動を続けてき

た本体育大会は、本年で 63回目を迎え、歴史の重みを強く感じているところです。  

本大会もこれまでと同様、競技は鳥羽、豊田、沼津、鈴鹿の各高等専門学校のご協力

のもとに運営されます。6 月 21 日(土)のバトミントン競技と弓道競技を皮切りに、11

月 8 日(土)のラグビーフットボール競技まで、16 種目が 5 地区の競技場において繰り

広げられます。各高等専門学校のチームが、日ごろの練習の成果を十分に発揮し、スポ

ーツパーソンシップに則り、正々堂々と競い合うことはもちろんのこと、この機会を活

用し、お互いの交流を深めることを強く願います。 

さて、現在、国立高等専門学校は、第 5期中期目標期間の 2年目に入り、社会・経済

構造の変化、技術の高度化、社会・産業・地域ニーズの変化等の高専を取り巻く環境の

変化を踏まえ、高等専門学校教育の高度化・国際化を進め、社会の諸課題に自律的に立

ち向かう人の育成に取り組んでおります。教育の高度化・国際化の深化には、スポーツ

面からのアプローチも大きな力となっています。身体面からの強化はもちろんのこと、

仲間との練習や協働作業、試合に向けた準備や運営などを通じて、コミュニケーション

カ、マネジメントカ、チャレンジ精神あるいは柔軟な発想力なども育成されるものと確

信しています。 

最後になりましたが、本地区大会を開催するに当たり、事前準備、会場設営、大会運

営等に多大なご尽力を賜りました関係各協会、諸団体ならびに関係者各位に心より感謝

申し上げます。 
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鳥羽商船高等専門学校 校　　　　　長 古　山　雄　一
学　生　主　事 澤　田　圭　樹
体　育　主　任 山　田　英　生
事　務　部　長 喜　井　健　二
学　生　課　長 松  浦  克  行

豊田工業高等専門学校 校　　　　　長 阿 波 賀 邦 夫
学　生　主　事 早　坂　太　一
体　育　主　任 加　藤　貴　英
事　務　部　長 武　藤　英　幸
学　生　課　長 竹　中　久　雄

沼津工業高等専門学校 校　　　　　長 岡  田　哲  男
学　生　主　事 佐  藤      誠
体　育　主　任 佐  藤      誠
事　務　部　長 塚　本　剛　生
学　生　課　長 前  田　　 剛

鈴鹿工業高等専門学校 校　　　　　長 藤  本　愼  司
学　生　主　事 大　貫　洋　介
体　育　主　任 宝　来　　　毅
事　務　部　長 河  村　俊  男
学　生　課　長 高  倉　良  男

岐阜工業高等専門学校 校　　　　　長 大　塚　友　彦
学　生　主　事 水　野　和　憲
体　育　主　任 麻　草　　　淳
事　務　部　長 竹 内 美 佐 子
学　生　課　長 國　枝　和　代
教　務　主　事 柴　田　良　一
総　務　課　長 阿　部　　　亘

第63回東海地区国立高等専門学校体育大会
大会役員名簿
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第６３回東海地区国立高等専門学校体育大会 

サ ッ カ ー 競 技 要 項 

 

期 日  令和７年１１月１日（土）、１１月２日（日） 

 

会 場  裾野市運動公園 陸上競技場 

       住所：静岡県裾野市今里 1616番地の 1 

       電話番号：055-997-7277 

 

開会式  9時 00分 

 

閉会式  競技終了後 

 

チーム人員 引率 1名、監督 1名、コ−チ１名、主務 1名、記録員 1名、 

選手２０名以内、計２５名以内 

 

競技規則等 

（１） （公財）日本サッカー協会発行サッカー競技規則 2024/25による。 

（２）  試合登録選手は２０名とし、交代要員９名のうち、最大５名まで交代できる。

ただし、延長戦に入ったときは、交代要員を使い切っている、いないにかかわら

ず、さらにもう１人の交代要員が使えるものとする。 

（３）  メンバー表は、試合開始３０分前までに本部へ提出する。メンバー表のうち、

チーム役員については、最大５名の氏名、および、その順位を明記すること。た

だし、1位は監督とする。 

（４） 試合中、主審により退場を命じられた者は、本大会の次の１試合に出場すること

ができない。本大会のその後の処置については、本大会規律委員会において決定

する。大会後の処置については、（公財）日本サッカー協会において決定する。 

また、全国高等専門学校サッカー選手権大会は懲罰規程上の同一競技会とみな

し、本大会終了時点での退場による未消化の出場停止処分を持ち越す。 

なお、各試合を通じて主審より警告を２度受けた者は、次の１試合出場停止と

する。 
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競技方法 

     第 63回大会は、B方式にて試合を行う。 

A方式 

A-（１） トーナメント戦および１、２回戦敗者による順位決定リーグ戦とする。 

A-（２） 試合時間は６０分とし延長戦は行わない。トーナメント戦において同点の場

合はＰＫ戦により勝者を決定する。ただし、決勝戦において同点の場合は２０

分の延長戦、なお同点の場合はＰＫ戦により勝者を決定する。 

     なお、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。 

A -（３） リーグ戦の順位の決定は各試合の勝者に勝ち点３、引き分け勝ち点１、敗

者に勝ち点０を配分し、勝ち点の多いチームを上位とし、同じ勝ち点の場合は

得失点差の大きいチームを上位とし、これも同じ場合は得点の多いチームを上

位とする。なお、同位の場合は該当チーム同士の対戦の勝者を上位とし、なお

決しない場合は抽選とする。 

B方式 

B-（１） ５チーム総当りリーグ戦とする。 

B-（２） 試合時間は４０分とし延長戦は行わない。同点の場合はＰＫ戦により勝者を

決定する。 

     なお、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。 

B-（３） リーグ戦の順位の決定は各試合の勝者に勝ち点３、PK勝者に勝ち点２、PK

敗者に勝ち点１、敗者に勝ち点０を配分し、勝ち点の多いチームを上位とし、

同じ勝ち点の場合は得失点差の大きいチームを上位とし、これも同じ場合は得

点の多いチームを上位とする。なお、同位の場合は該当チーム同士の対戦の勝

者を上位とし、なお決しない場合は抽選とする。 

 

表  彰 １位に優勝杯を、１位、２位に賞状を授与する。 

 

選手の用具 

（１）  ユニフォームは、競技規則および（公財）日本サッカー協会ユニフォーム規

程に則したものを用意する。 

（２）  背番号は高さ 25㎝-35cm、胸番号は 10cm-15ｃｍのものを付し、その番号は

参加申込書に登録した番号で 1～20番までの番号にする。 

（３）  ユニフォームの色は正副 2色（FP:シャツ・ショーツ・ソックス、GK：シャ

ツ）を参加申込書に記載し、各試合に必ず携行すること。なお、正副の 2色、

および FP・GKについては明確に異なる色とすること。 

（４）  主審は、対戦するチームのユニフォームの色彩が類似しており判別しがたい

と判断したときは、両チームの立ち会いのもとに、その試合において着用する
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ユニフォームを決定する。その際、主審はシャツ・ショーツ・ソックスのそれ

ぞれについて、判別しやすい組合せを決定することができる。 

 なお、GKのシャツが同色で、両者が他のシャツと着替えることができない

場合、主審は競技を始めることを認める（ビブス等も可）。 

 

その他 

（１）  本大会における規律委員会は、別に定める規律委員会役員一覧に記された役

員により構成される。 

（２）  選手登録、および、ユニフォームの色の変更は、監督主将会議の時に行う。

以後は受付けない。 

（３）  監督主将会議は第 1日の第１試合開始６０分前から本部で行う。 

（４）  暑熱下において前・後半の中程でクーリングブレイクまたは飲水タイムを実

施する。実施は前・後半開始前に両チームへ通告する。 

（５）  雷雨、暴風雨、猛暑等で試合実施が不可能な場合は、別に定める細則に従

う。 

（６）  本地区大会は第 60回全国高等専門学校サッカー選手権大会の東海地区予選

を兼ねるものとし、本大会の 1位チームを東海ブロック代表とする。 

 なお、全国大会出場枠が 1の場合Ａ方式、２の場合Ｂ方式にて大会を行う。 
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競技開始時刻 １１月１日（土）９時３０分
１１月２日（日）９時

第1日  

第2日 

Ａ＝ 高専
Ｂ＝ 高専
Ｃ＝ 高専
Ｄ＝ 高専
E＝ 高専

[リーグ戦]

○４０分勝ち、△ＰＫ勝ち、▲ＰＫ負け、●４０分負け

鈴鹿

豊田

鳥羽商船

岐阜

順位

沼津

ＰＫ勝 ＰＫ負 負 得点 失点
得失
点差

豊田
鈴鹿

学校名 沼津 岐阜 鳥羽商船 豊田 鈴鹿 勝
勝ち
点

沼津
岐阜

豊田 沼津 ― 鳥羽商船 鈴鹿 ―

鳥羽商船

(9:00) (10:30) (12:00) (13:30) (15:00)
鳥羽商船 － 鈴鹿 岐阜 ― 岐阜 豊田 ― 沼津

第１試合 第２試合 第３試合 第４試合 第５試合

豊田 鈴鹿 ― 沼津 岐阜 ―沼津 － 岐阜 鳥羽商船 ― 鳥羽商船 豊田 ― 鈴鹿

東海地区国立高等専門学校体育大会
サ ッ カ ー競技　組合せ（Ｂ方式）

第１試合 第２試合 第３試合 第４試合 第５試合
(9:30) (11:00) (12:30) (14:00) (15:30)
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競技委員長 沼津工業高等専門学校　学生主事　佐藤 誠

会場責任者 沼津工業高等専門学校　サッカー部顧問　山之内 亘

審　判　長 東海サッカー協会　審判委員長

審　判　員 静岡県サッカー協会派遣審判

補　助　員 沼津工業高等専門学校　サッカー部部員

番号 背番号 学年 ポジション 備　考 番号 背番号 学年 ポジション 備　考

1 1 5 ＧＫ 1 1 2 ＧＫ

2 2 4 ＤＦ 2 2 4 ＤＦ

3 3 5 ＤＦ 3 3 5 ＤＦ

4 4 5 ＤＦ 4 4 3 ＤＦ

5 5 5 ＤＦ 5 5 4 ＤＦ

6 6 3 ＭＦ 6 6 2 ＭＦ

7 7 5 ＭＦ 7 7 3 ＭＦ

8 8 5 ＭＦ 8 8 4 ＭＦ

9 9 3 ＦＷ 9 9 4 ＦＷ

10 10 5 ＦＷ 10 10 5 ＦＷ

11 11 3 ＦＷ 11 11 2 ＭＦ

12 12 3 ＭＦ 12 12 5 ＭＦ

13 13 3 ＤＦ 13 13 2 ＭＦ

14 14 2 ＤＦ 14 14 1 ＤＦ

15 15 3 ＤＦ 15 15 4 ＤＦ

16 16 4 ＭＦ 16 16 1 ＧＫ

17 17 2 ＧＫ 17 17 2 ＭＦ

18 18 3 ＤＦ 18 18 3 ＭＦ

19 19 5 ＦＷ 19 19 4 ＦＷ 主将

20 20 2 ＭＦ 20 20 5 ＤＦ

岐阜工業高等専門学校 沼津工業高等専門学校
監 督 中島　泉 監 督 天田　剛史

岡本　奏

都竹 竜乃介 巻田　智哉

後藤　謙太郎コーチ コーチ

神宮司　璃浬 主 務 芹澤　紗綾

氏　名 氏　名

大平 真也

岡部 泰斗

主 務

大橋 稜

久松　和央

権代　祐輔

服部 煌太 斎藤　眞生

八田　侑晟

小沼　優呂

津江 隼人 尾崎　泰河

永吉 榛 中田　史樹

小川 遼

濱井　一慧

石井 陽 小林　孝博

所 基也 吉永　鷹景

向井 瑠一 岩月　亮篤

武田 怜士 笠井　浩翔

見田村 湧史 佐藤　大心郎

競　技　役　員

選　　手　　名

安田 裕太 田中　琉斗

木村　春喜

町　拓磨

内田 丈介

野々垣 瑛太

井上 亮汰 鈴木　琥央

今村　鴻之介

稲垣 雄土 今井　龍太郎

百地 咲久哉

伊藤 雅斗
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番号 背番号 学年 ポジション 備　考 番号 背番号 学年 ポジション 備　考

1 9 5 ＦＷ 1 20 5 ＦＷ

2 2 5 ＤＦ 2 19 5 ＦＷ

3 12 3 ＧＫ 3 2 5 ＤＦ

4 6 2 ＭＦ 4 15 5 ＤＦ

5 3 2 ＤＦ 5 10 4 ＭＦ

6 10 2 ＦＷ 6 16 4 ＦＷ

7 4 2 ＤＦ 7 7 4 ＭＦ

8 7 1 ＭＦ 8 1 3 ＧＫ

9 8 1 ＭＦ 9 3 3 ＤＦ 主将

10 11 1 ＦＷ 10 4 3 ＤＦ

11 5 1 ＤＦ 11 5 3 ＤＦ

12 18 1 ＦＷ 12 17 3 ＭＦ

13 14 1 ＭＦ 13 16 3 ＤＦ

14 15 1 ＭＦ 14 8 3 ＦＷ

15 16 1 ＭＦ 15 6 3 ＭＦ

16 13 1 ＤＦ 16 9 2 ＦＷ

17 17 1 ＭＦ 17 12 2 ＤＦ

18 19 5 ＦＷ 18 13 2 ＭＦ

19 20 4 ＤＦ 19 14 2 ＭＦ

20 1 4 ＧＫ 20 11 2 ＭＦ

番号 背番号 学年 ポジション 備　考

1 3 5 ＤＦ 主将

2 20 5 ＤＦ

3 7 5 ＭＦ

4 8 5 ＭＦ

5 9 5 ＭＦ

6 13 5 ＭＦ

7 14 5 ＦＷ

8 15 4 ＤＦ

9 18 4 ＦＷ

10 2 3 ＤＦ

11 4 3 ＤＦ

12 10 3 ＦＷ

13 17 2 ＧＫ

14 5 2 ＭＦ

15 19 2 ＭＦ

16 11 2 ＦＷ

17 1 1 ＧＫ

18 16 1 ＤＦ

19 6 1 ＭＦ

20 12 1 ＦＷ

主 務

コーチ

監 督

氏　名

及川　　大

豊田工業高等専門学校
渡辺　幸夫

内藤　万結

江崎　信行

竹内　瑶

浜口　和也

大川　理斗

秋田　錬吾

杉野　純之典

長尾　晃汰

鳥羽商船高等専門学校

佐藤　碧斗

山田　乃愛

塚本　悠介

松澤　建琉

坂野　功太郎

デラクルーズ アレキサンダールイ

足立　和斗

平澤　　凌

三百田　涼斗

大嶽　陸太

中山　雄斗

松添　莞爾

監 督 民秋　実

印宮　悠翔

コーチ

中川　悠雅

木村　日陽

香川　滉貴

木村　遼平

氏　名

高瀬　悠矢

荻野　智生

別府　愛斗

岡田　太一

石田　稟旺

門田　喜真

下村　柊人

鈴鹿工業高等専門学校

稲葉　衛飛

宮田　寛大

主 務

寺尾　肇浩

平石　涼真

高木　悠羽

豊崎　豊日

吉村　武起

天野　侑登坂口　瑛翔

黒川　彪雅

鈴木　幹太朗

大西　遊

岡田　陽稀

小宮山　風

佐々木　寛太

中川　寛之

下井　聖

河北　煌惺

進士　壱星

水越　駿

三村　凱夢

粂内　將太朗

稲見　大和

池山　十希弥

加納　蓮史

山田　泰史

山中　晏琉

日紫喜　悠人

伊藤　楓

下村　啓人

山本　慶悟

本庄　央

大矢　玲音

監 督

主 務

コーチ 澤田　圭樹

氏　名
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　大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものと

し、これ以外の目的に利用することはありません。

　大会出場者で、ホームページ、報道等に、個人名を公表して欲しくない

者は、学校を通して大会事務局に申し出てください。事前に申し出のない

場合は、公表します。

【問合せ】救急協力医テレホンサービス：055-958-0119

　※協力医は変更になる場合がありますので、事前に電話で確認してください。

個人情報及び肖像権に関する取扱いについて

第６３回東海地区国立高等専門学校体育大会

救 急 協 力 医
１１月１日（土）

診療区分 病　院　名 住　所 電話番号 受付時間

055-963-4114
12時～18時

外科 池田病院 長泉町本宿４１１－５ 055-986-1212

内科

杉山医院 清水町伏見９

内科 沼津はまゆう病院 沼津市錦町３－５

１１月２日（日）

診療区分 病　院　名 住　所 電話番号 受付時間

055-972-3223 8時～18時

青沼胃腸科クリニック 沼津市大岡８３６－１８

外科
白石医院 沼津市市道町１２－２５ 055-951-4593 8時～18時

大沢ハートクリニック 沼津市若葉町４－１４ 055-929-1313 8時～18時

055-929-6205 8時～18時

大橋内科･小児科医院 裾野市佐野９３２－１ 055-992-2800 8時～18時

夜間

診療区分 病　院　名 住　所 電話番号 受付時間

内科・小児科・外科 沼津夜間救急医療センター 沼津市日の出町1-15 055-926-8699 18時～翌朝7時
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【交通アクセス】

　○車　・・・・東名インターチェンジから約7分（2.7km）

第６３回東海地区国立高等専門学校体育大会　サッカー競技会場

9


